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議  事  録 

 

 記録者  文化・生涯学習課 

文化学習推進グループ 

主幹 油原 長武 

供覧 

教育長 教育部長 次 長 課 長 課長補佐 主査係長 係 員 

       

件 名  令和8年度 第１回 歴史民俗資料館運営審議会 

日 時  令和8年7月3日（金） 午前１0時00分～午前11時10分 

場 所  龍ケ崎市歴史民俗資料館 2階 多目的室 

主催者  教育委員会 文化･生涯学習課 

出席者 

【委  員】 酒入委員長、佐藤副委員長、諸橋委員、黒田委員、小野委員、 

由波委員、塚本委員、藤本委員、菊地委員 

【事務局】 大古教育長、清水課長、木村副参事、宮崎課長補佐、 

中嶋主査、飯野主幹、由利会計年度職員、記録者 

欠席者 望月委員 

傍聴人 ０人 

議事録署名人 酒入委員長、藤本委員 

〈会議の内容〉 

１ 開 会 

２ 教育長あいさつ 

３ 委員紹介 

4 事務局紹介 

5 議長あいさつ 

6 議 事 

   ・議案第１号 令和7年度歴史民俗資料館事業報告について 

   ・その他  

  ７ 閉 会 

事務局 

（木村） 
（１ 開会） 

教育長 （２ 教育長あいさつ） 

事務局 

（木村） 

（３ 委員紹介） 

（４ 事務局紹介） 

（５ 議長選出） 

 歴史民俗資料館設置管理条例施行規則第１６条に「委員長は会議の議長となる」

とありますので、この後の議事進行を酒入委員長にお願いいたします。 

議長 
（６ 議長あいさつ）  

〔10名中9名の委員が出席しているため会議成立〕 
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〔議事録署名人として議長本人と藤本委員を指名。〕 

委員 〔各委員「異議なし」〕 

7 議事 

議長 
 議案第１号「令和7年度歴史民俗資料館事業報告について」事務局の説明を願い

ます。 

事務局 

（油原） 

（資料に基づき説明） 

議長 ありがとうございました。多くの事業に取り組まれていることがよく分かりました。 

企画展や資料の受け入れなど、幅広い活動をされていることについてご説明いただ

きました。それでは、事業報告について皆様からご意見をいただきたいと思います。

社会教育、学校、ボランティア、専門的な立場など、それぞれのお立場からお願いい

たします。 

菊地委員 市民の立場から、さまざまな企画を楽しませていただいています。多くの企画展が

開催されていますが、見逃してしまうものもあり、充実した活動をされていると感じ

ています。 

特に、先日の香道具展は大変貴重な資料で、遠方から来館された方もいたと伺いま

した。資料を借用する際の交渉や予算面などご苦労も多いと思いますが、その取り

組みについて教えていただきたいです。 

議長 ありがとうございます。事務局お願いします。 

事務局 

（油原） 

香道具展では、個人所蔵の資料をお借りして展示しました。当館では展示機会の少

ない貴重な蒔絵などの香道具を市民の皆様に見ていただくことができました。 

本来であれば、運搬費や保険料を計上し、専門業者による運搬や保険を掛けて展

示することが望ましいと考えています。今回は所蔵者のご厚意により、了承を得たう

えで展示することができました。 

また、当館は温湿度や照明管理などの面で、貴重な資料を借用するには課題があり

ます。そのため、現在は収蔵資料を中心に企画展を開催しています。 

議長 ありがとうございました。今回の展示は所蔵者のご厚意によって実現したものであ

り、施設や予算面の課題もあることが分かりました。 

今回の香道具展は遠方からも来館者があり、好評だったとのことです。 

今後、こうした展示を継続していくためにも、予算面での検討していただきたいとい

うご意見かと思いますほかにご意見はいかがでしょうか。 

小野委員 昨年度も申し上げましたが、企画内容は十分に検討され、職員の皆さんが熱心に取

り組まれていることは広報などからも伝わっています。 

一方で、人員には限りがありますので、業務量を考慮しながら事業を精選し、その

分、一つ一つの内容を充実させる方向で進めていただければと思います。 

議長 継続して取り組むべき重要な課題ということですね。ありがとうございます。 

由波委員 小野委員のご意見と同様に、展示一つ一つに熱意が感じられ、素晴らしい取り組み

だと思っています。 

ただ、今後は事業を精選することも重要です。展示期間が短いものもありますの

で、せっかく準備した展示を、より多くの方に長く見ていただけるよう工夫していた

だきたいと思います。 



3 

 

また、資料借用の話にもありましたが、市民との信頼関係があるからこそ資料をお

借りできるのだと思います。資料館が市民と一体となって活動していることは大きな

強みです。 

今後、予算面での支援により外部資料の借用などが可能になるのであれば、市にも

ご理解いただきたいと思います。 

なお、以前こちらで紹介された藁草履作りや草木染めの活動について、当館（茨城

県立歴史館）でも参考にさせていただき、同様の事業を実施しています。大変好評

であり、龍ケ崎市歴史民俗資料館の取り組みの素晴らしさを改めて感じています。 

議長 ありがとうございます。さまざまな事業が広がっているというご意見でした。 

事務局 

（油原） 

先ほども説明しましたが、本日の資料館ボランティアの藤本さんをはじめ、職員だけ

では実施できない事業も多くあります。現在、ボランティアは21名で活動していま

す。 

藤本委員 令和8年度は新しい方も加わり、活動を続けています。経験者は少なくなりました

が、新しい方も熱心に取り組んでいます。 

事務局 

（油原） 

今後もボランティアの協力をいただきながら、資料館としてできる活動を継続してい

きたいと思います。 

議長 ありがとうございます。ほかにご意見はいかがでしょうか。 

諸橋委員 学校では毎年、資料館見学でお世話になっています。ボランティアの方が21名に増

えたいうことで、見学時の対応も安心しました。今後ともよろしくお願いいたします。 

議長 子どもたちと資料館をつなぐという意味でも、大切な取り組みだと思います。 

塚本委員 先ほど由波委員から予算のお話がありましたが、歴史や民俗文化を次世代へ伝え

ていくことは、地道ですが非常に重要な取り組みです。 

特に子どもたちが地域の歴史や文化を知る機会をつくることは大切であり、市として

もその重要性を改めて認識していただきたいと思います。 

また、今回の香道具展で保険を掛けていなかったという点については、何かあった

場合の対応を考えると、最低限必要な予算として確保すべきではないかと思いま

す。 

歴史や文化を守り、子どもたちに伝えていくためにも、必要な部分には予算を確保

していただきたいと思います。 

さらに、龍ケ崎には芸術分野で活躍されている方も多く、地域の文化やアートを活

用した取り組みも進めていただければと思います。 

教育長 香道具展については、所蔵者のご厚意により実施できたものですが、展示資料の内

容を考えると保険の必要性は認識しています。今後、十分検討していきたいと思い

ます。 

また、市としても、スポーツだけでなく歴史や文化も大切にしていく考えであり、必要

な予算確保に向けて努力してまいります。 

塚本委員 ありがとうございます。地域には芸術活動に取り組む方も多くいますので、文化芸

術を活用したまちづくりにも力を入れていただければと思います。 

議長 龍ケ崎市にはすごくポテンシャルがあって、歴史民俗資料館を中心に地域とのつな

がりを生かした活動が進んでいると感じます。 

今後も継続して取り組めるよう、必要な支援や予算措置について検討していただけ

ればと思います。 
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事務局 

（清水課長） 

塚本委員のお話に関連して、アートギャラリーなどの取り組みについても、関係課と

連携しながら進めています。龍ケ崎には芸術分野で活躍されている方も多く、歴史

的な建物や文化財と芸術を組み合わせた事業など、市民の皆様と協力しながら展

開していきたいと考えています。 

議長 ありがとうございます。限られた予算や人員の中でも、多くの取り組みが進められて

いることが分かりました。今後の活動にも期待したいと思います。 

黒田委員 小学校3年生は昔の道具の学習で資料館を利用していますが、それ以外の学年の

利用はまだ少ないように感じます。 

資料館の魅力を学校側でも紹介し、より多くの児童・生徒が利用できるよう取り組

むことが大切だと思います。 

また、小学生の時に見た展示を中学生になって改めて見ることで、新たな発見や学

びにつながると思います。学校と資料館が連携し、継続的に利用できる取り組みが

必要だと感じました。 

事務局 

（油原） 

学校と資料館の連携は重要だと考えています。 

今後は教育委員会とも連携し、学校と資料館の活用について話し合う機会を設ける

など、双方の情報共有を進めていきたいと思います。 

議長 本日は多くの意見をいただきました。より多くの方に資料館を利用していただくこと

が大切だと思います。 

佐藤副委員長 さまざまな立場から意見がありましたが、最も大切なのは市民の皆さんの理解や関

心を高めることだと思います。 

新聞などでも資料館の活動が紹介されており、広報活動は進められていると感じて

います。歴史だけでなく、芸術や文化など幅広い分野で、地域の魅力をどのように

発信していくかが重要です。 

そのためにも、市民の方々に資料館の役割や価値を理解していただき、協力を得る

ことが必要だと思います。 

そこで確認したいのですが、資料館に入って最初に来館者へ伝えたい「中心となる

展示」は何でしょうか。 

議長 展示や資料館のアピールについてですね。事務局お願いします 

佐藤副委員長 担当者でなく、教育長か課長からお聞きできればと思います。 

事務局 

（清水課長） 

資料館の中心は、龍ケ崎の歴史を伝える常設展示です。 

縄文・弥生時代から近現代までの歴史や、昔の暮らしについて紹介しています。 

また、龍ケ崎を代表する文化である撞舞については、入口付近に展示し、来館者に

分かりやすく紹介しています。 

これらの常設展示に加え、企画展を通してさまざまな資料や文化を紹介しています 

議長 ありがとうございます。 

佐藤副委員長 私は資料館の開館当初から関わってきた立場として、以前から申し上げています

が、エントランスホールの展示について見直しが必要だと思います。現在設置されて

いる機織り機については、撞舞を資料館の中心的な展示として考えるのであれば、

配置を検討してもよいのではないでしょうか。 

また、体験学習室の活用や、館内の資料整理・収蔵環境についても改善が必要で

す。 

資料は単に収集すればよいものではなく、整理や管理が重要です。必要な資料を見

極め、適切に保存していくことが資料館運営には欠かせないと思います。 
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来館者が気持ちよく見学できる環境づくりと、大切な資料を適切に管理することを

要望します。 

議長 ありがとうございました。館の運営管理について、専門的な立場から貴重なご意見

をいただきました。 

事務局 

（油原） 

ありがとうございます。資料整理については、現在十分に進んでいない部分があり、

課題として認識しています。今後、少しずつ整理を進めていきたいと思います。 

機織り機については、体験活動やボランティア活動との関係もありますので、時期や

状況に応じて配置を工夫していきたいと考えています。 

撞舞の展示が資料館の中心であることは変わりませんが、機織りなどの体験活動も

資料館の魅力の一つですので、両方を生かせるよう検討していきます。 

議長 ありがとうございます。外部から見ていただくことで、館内にいる職員では気づきに

くい点についてもご意見をいただけたと思います。 

資料整理や保存については、博物館全体でも課題となっているところです。資料を

増やすだけではなく、将来を見据えて適切に管理していくことが重要です。 

歴史や文化は、一度失われると復元できないものもあります。本日のご意見を今後

の事業運営に生かしていただければと思います。 

藤本委員 ボランティア活動についてですが、機織り機は、私たちボランティアが活動の一環と

して使用しています。現在は人数が減り、以前より少ない人数で活動していますが、

来館者の方から「何をしているのですか」と声をかけられることも多く、龍ケ崎木綿

や機織りについて説明する機会にもなっています。機織りを実演することで、市民の

方や子どもたちに伝えることができ、私たち自身も学びながら活動しています。 

そのため、機織り機をすべて移動するのではなく、現在の場所で一部を残して活動

を続けられればと思います。 

佐藤副委員長 ありがとうございます。詳しいことについては、後ほどお話しできればと思います。 

資料館の運営については、展示や資料の在り方、ボランティア活動など、基本的な考

え方を踏まえて検討することが大切だと思います。 

議長 さまざまな意見が出ました。龍ケ崎木綿や撞舞など、資料館として何を中心に発信し

ていくのか、またボランティア活動をどのように位置付けるのか、今後検討していく

必要があります。 

本日は、委員の皆様からそれぞれの立場で貴重なご意見をいただきました。市民の

参加があってこそ資料館の活動は成り立つものだと思います。 

今回の事業報告でいただいた意見を、今後の事業運営に生かしていただければと

思います。 

由波委員 最後に一点お願いします。 

資料館運営には、施設面、人員面、予算面などさまざまな制約があります。その中で

大切なのは、市民や学校の視点に立ち、来館者に何を伝えたいのかを明確にするこ

とだと思います。 

すべてを実現することは難しいと思いますが、限られた条件の中で工夫しながら、来

館者に何を感じてもらいたいのかを大切にしていただきたいと思います。 

議長 ありがとうございました。 

多くの課題や難しい点もありますが、より良い資料館となるよう、本日のご意見を今

後の運営に生かしていただければと思います。 

以上で事業報告についての意見を終了します。 

事務局から何かございますか。 
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事務局 

（油原） 

事務局より、お配りいたしましたチラシがございます。只今下の企画展示室で非

核平和推進事業パネル展「サダコと折り鶴」を開催しておりますので、よろしければ

この後ご覧いただければと存じます。 

議長 ありがとうございます。 

以上をもちまして、令和8年度第1回歴史民俗資料館運営審議会を閉会させていた

だきます。ありがとうございました。 

 閉会 

次回会議予定 次回開催日程等については、別途調整後、決定 

情報公開 

公  開 

非公開（一部非公開を含

む）とする理由 

（龍ケ崎市情報公開条例

第9条 号該当） 

公開が可能となる時期

（可能な範囲で記入） 年  月  日 

 令和8年７月3日に開催された会議の内容については、上記のとおり相違ありま

せん。 

 

   令和 8 年 ７ 月 ３１ 日 

 

 

          議事録署名人 

 

 

          議事録署名人  

 

 


